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ボディ・ペインティングに関する考察

佐藤　節子　　謝　恵玲 1

　伝統的ボディ・ペインティングは，主に原始部族の中で呪術，通過儀礼，身分の表示，装飾な
どの目的として行われた。現代では，伝統的ボディ・ペインティングの意味を残しつつも，イヴ・
クライン（1928－1962）を初めとした多くの現代美術家は，モデルの身体を彩色し，パフォーマ
ンスの一環として取り入れている。これらの身体彩色は，芸術的表現の伝達媒体として使われて
いるが，ボディ・ペインティングとは異なる。著者は，ヴェルーシュカの作品を取り上げて，ボ
ディ・ペインティングの「擬態」という面にスポットをあてて考えた。自然と一体化した作品に
は，ヴェルーシュカ自身の身体の原始性の喜びと，行き過ぎた文明社会に対する反発を暗示して
いる。さらに，ボディ・ペインティングの作品の技術面について分析を加えるなら，作品の特徴
は，自然界の動植物に見られる，天敵から身を守るために進化してきた保護色や威嚇色を生かし
ていることで，擬態化粧と位置づけ，クローズアップして考察した。

キーワード：ボディ・ペインティング　装飾　擬態　化粧

　人文学部工芸文化学科
1 武蔵野美術大学博士課程

序

　ボディ・ペインティング（body painting）は，
主に色彩顔料を用い，身体の一部或は全身に彩色
することから，すなわち身体の彩色であるといえ
る。現代のボディ・ペインティングは，一般的な
認識としては顔だけ描く「フェイス・ペインティ
ング」と，体まで描く「ボディ・ペインティング」
とに分けられる。つまり，身体のどの部分に描く
かによって呼び方が変わるのである。フェイス・
ペインティングは，祭りやパーティー用の装飾的
なもの，商品広告のイメージとしての商業的なも
の，作品表現としての芸術的なものなど様々な類
型がある。サッカーなどのスポーツ大会での観客
は，顔に国旗やサッカーボールの図柄を，ワンポ
イントに描くのが一般的である。

　日本では 2002年に開催された日韓ワルードカ

ップにもみられた。当時，新しいメーカー（ハガ
レックス）は，一週間で 1万 5千本のフェイス・
ペインティング用顔料を完売した。1） このような
スポーツの会場においては，顔に同じ図案をペイ
ンティングした者同士がそれを媒介として，一体
感を持つようになり，その場に大きな団結効果を
創り出していると考えられる。
　そして，顔に描く図柄を身体に描く場合はボデ
ィ・ペインティングと呼ばれる。しかし，人間の
顔，胴体，手，足はいずれも身体の一部分である。
それぞれの部位に描くことによって呼び方が変わ
っても，これらはすべてボディ・ペインティング
の範囲に属する。一般的に，人が他人を外見的に
認知し評価するポイントは，第一に顔の部分であ
る。特に現代の社会では，人間の身体が服装に蔽
われることが多いために，顔はさらに著しく注目
を浴びる部位となった。

　本論に述べるボディ・ペインティングでは，顔，
手，足なども含めて描く場合が多い。故に，本研
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究でのボディ・ペインティングは，顔と体のペイ
ンティングを両方含む全体的なペインティングを
指すことにする。
　人類学者デズモント・モリスによると，化粧，
ボディ・ペインティング，装身具，服装，マニキ
ュア，かつら，ヘアスタルなどは一時的な装飾で
あるという。それに対して，刺青，瘢痕，皮膚や
身体の一部の変形などは永続的な装飾である。2）

　オーストラリア博物館（Sydney，Australian 

Museum）は，イヤリング，鼻のピアス，刺青，
化粧，ボディ・ペインティングなど人間の身体を
装飾或は変形することをボディ・アートの一種で
あると記述している。3）

　このように，ボディ・ペインティングは身体の
装飾であると同時にボディ・アートの一種である
と解釈されている。現代的ボディ・ペインティン
グは，色彩化粧品の多様化とともに色彩のバリエ
ーションが豊冨になった。装飾的，芸術的，商業
的に様々な形で表現されているのが特徴である。
こうした特徴を持つようになった原因は，もちろ
ん現代の社会背景，即ち西洋文化の仕組みにある
と考えられる。次に，その理由について述べる。

ボディ・ペインティングの原型とその推移

　ボディ・ペインティングは，西洋文化が普及す
る前に世界の各地域で，独自の風土の中で形成さ
れたものである。それは，伝統的ボディ・ペイン
ティング（traditional body painting）と呼ばれる。
主に，原始部族の中で社会地位の明示と通過儀礼
を目的として行われたものが多い。地域や民族に
よって決められた色とデザインがある。
　以下にボディ・ペインティングの原型とされる
いくつかの例を紹介する。
　例えば，北アメリカの原住民（アメリカ・イン
ディアン）では，戦士達は出征前に勝利を祈るた
めの儀式で，顔と体にペインティングし，動物の
毛皮を被り踊る習慣があった。これらのペインテ
ィングは「war paint」と呼ばれる。主に木炭，鳥糞，
赤土，植物の葉，果物などを動物の油脂と混ぜて
ボディ・ペインティングの顔料を作った。絵ブラ
シの代わりに小枝や動物の骨を使い，顔と体に線
状，小さい点，三角形などの図案を描いた。力強

い直線的なデザインが多く見られることから，戦
う相手に視覚的な威嚇を与える役割があったと考
えられる。
　19世紀にアメリカとヨーロッパの貿易が開始
されて以来，人工的な色彩顔料が流入し，伝統的
ボディ・ペインティングにも用いられた。4） 現代
では，「war paint」は伝説的なものとなっている
が，「1970年に，『ヴォーグ』雑誌の特集記事に
モデルは，顔が金色に日焼けしたように見えるが
目もとから眉を覆うように白と黄を，インディア
ンの戦闘化粧のような斜め縞に塗ったが・・・。5）」
このようなインディアンの部族のペインティング
を真似し，顔に斜線を引くことは，インディアン
式のペインティングと呼ばれる。これは決して伝
統的ボディ・ペインティングと同じとはいえない
が，そこから発想を得て現代においても使われて
いる。
　オセアニアの地域では，男児の割礼儀式には
白い粘土と植物の油を混ぜた顔料を顔と体に塗り
つける。6） 成人男子の顔のペインティングはオセ
アニアの島々によってデザインが少し異なるが黄
色，青色，赤色など鮮やかな原色を顔全体に塗り
つける。典型的な花嫁のペインティングは，顔全
体を墨で黒く塗り，額から鼻までの部分の片方だ
けに赤色で彩色した。鮮やかな色は色彩粘土，木
炭，植物，鉱物などを水や油，樹液に混ぜて作る。
19世紀の後半には，洋服が普及し，伝統的ボデ
ィ・ペインティングが彼らの生活の中から消えて
いく。現代では，祭りなど祝祭の儀式にのみ再現
される。7）

　オーストラリアでは，年齢や身分の印としてボ
ディ・ペインティングが行なわれた。男の子の祝
いの儀式に顔全体に白く塗り，身体中に白いライ
ンとラインが交錯した三角形の模様が描かれた。
その模様の中に更に無数の白い斑点と黒い斑点が
描かれた。8） 成人男女の伝統的な踊りにも白いペ
インティングが多く使われている。ペインティン
グの顔料は，石膏，パイプ粘土（キメのこまかい
白色粘土）や鉱石の粉などが使われた。9）

　アフリカ大陸ではボディ・ペインティングは
社会儀礼の一つである。炭，色の粘土などを油に
混ぜて作った顔料が用いられ，地域によって様々
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なペインティングのパターンが見られる。中央ア
フリカでは，赤と白が良く使われた。特に赤は生
と死の色として，特別な力があると信じられてい
る。（Henba部族，アフリカ南部）の女性は伝統
な踊りを踊る際には全身を赤土で赤く染め，顔に
赤色と白色のラインを組み合わせて彩色した。10）

（Karo部族，アフリカ中東部）は伝統的な踊りの
前にお互いに白い粘土（白亜）で顔と体に白い点
を付ける。指で白い粘土を丸い点を描くように一
つずつ全身に押し付ける。11）（Nuba部族，アフ
リカ北東部）の成人男性における髪型と髪飾りは，
年齢と身分の印として制限されていたが，ボディ・
ペインティングは同じ村の人同士の間で似ている
様式と色が使われ，その色と様式の組み合わせが
無限にある。そのためにデザインが全て同じペイ
ンティングは見られない。主に全身に油を塗りつ
けてから，黄色の粘土を粉にし，顔と身体を彩色
する。さらに炭で黒い斑点を全身に付ける。その
図案は豹の毛皮のイメージを連想させる。顔は黄
土で本来の肌の色（黒）を隠し，その上に炭で動
物の影絵の模様が描かれた。それぞれのペインテ
ィングの細部のデザインからは，人々に本能的に
備わっている創造性と芸術性を感じ取ることが出
来る。12）

　上述の部族を含めて，多くの原住民の文化は長
い間統治国に制圧されるなどして，西洋化の波に
呑まれ，伝統的なボディ・ペインティングは，西
洋化とともに消えつつある。現代に見られる伝統
的ボディ・ペインティングは，写真や映像に収め
られたものが多い。人類学者デズモント・モリス
の著書では，「半裸の部族社会では，ボディ・ペ
インティングや刺青が広く見られ，多くの場合，
それは，芸術的作品である。おそらく，人類にと
っては芸術の原型となるものであろう。」と記述
している。
　芸術の原型といわれる伝統的ボディ・ペインテ
ィングは，時には民族の祭りで再現されたことが
あるが，その迫力と芸術性は国際的に評価され，
多くの人々にインパクトを与えている。1973年
に発表された写真集『The Last of the Nuba』に見
られるアフリカのヌバ族の身体は，真っ黒な体を
白く塗り，その上に点やラインを組み合わせ，様々

な図案が描かれていた。特に最後の頁を飾ったヌ
バ族の戦士は，槍を持って，部族の村を見張る凛々
しい姿である。その背中に描かれた白いラインは
骨に見える。光が暗くなるとペインティングされ
ていない黒い肌だけは背景に溶け込み，骸骨のよ
うに見える。『Decorated Skin-A World Survey of 

Body Art』の始めの頁には，1975年と 1977年に
撮影されたヌバ族の成人男性の写真が飾られた。
1975年の写真は，全身黒く光る肌に，顔が白く
ペインティングされている。裸でも凛々しく美し
いと感じさせる。逆に，1977年の写真は，伝統
的ボディ・ペインティングを洗い落とし，その代
わりに洋服を身に纏っている。僅か 2年の差で西
洋化が進行していることを示している。
　このような多くの地域の伝統的ボディ・ペイン
ティングは西洋化とともに消えていく。これは，
西洋文化がもたらした伝統的ボディ・ペインティ
ングの破壊ととらえられる。
　一方，伝統的ボディ・ペインティングの中には，
現在でも伝承され，なお西洋文化に入り込んだも
のもある。それはヘンナ 13）と呼ばれる天然の顔
料である。14）

　インドや中近東では，女性はヘンナの色素で爪
や手を染めている。ヘンナは自然の染料として古
くから使われてきた。（現代の日本では植物性の
染髪剤としてよく知られている）。現代でもイス
ラム教やヒンドゥ教の結婚式の時に花嫁の手と足
にヘンナ染料を使用し，皮膚に複雑な曲線からで
きた図様を描く習慣が残っている。ヘンナの葉か
らつくったペースト状のものを皮膚にのせた数時
間後，かわいたペーストをはがすと皮膚に模様が
のこる。ヘンナのペインティングは好運と幸せを
もたらすと信じられている。
　ヘンナのペインティングは，伝統的なデザイ
ンとして花や幾何学文様などの図案が主流である
が，アラビア地域は色だけを手と足の先端部分を
施し，北アフリカや中近東は複雑な図案を描く傾
向が見られる。現代では，伝統的なデザイン以外
に象，鳥など幸せを象徴する動物や花嫁と花婿を
象徴する人物画像もデザインに加わっている。15）

　このような，結婚式などの通過儀礼に，伝統的
なペインティングを施す習慣がインド，中近東，

3
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東南アジア，チュニジア，モロッコ，トルコなど
多くの地域にも見られる。
　ヘンナのような手足の化粧は，1970代に「チ
リ人の化粧師がジバンシィのデザインを利用し，
飾りたてた三通りの足の装飾デザインを発表し
た。16）」そして，1990年代後半には，西洋の若い
女性の間で流行し，体の露出部位に花や蝶などワ
ンポイントの装飾模様を描く時に用いられた。17）

このように，伝統的なボディ・ペインティングで
使われた染料と彩色法は，後に世界の各地で形を
変え，装飾の目的で使われている。
　ヘンナのペインティングやインディアン式ペイ
ンティングなどの伝統的ボディ・ペインティング
において使われた民族図案は，その民族や地域を
越えて，様々な形で模倣されている現象が多く見
られる。これは，現代のマスメディアの力による
ものと考えられる。つまり，写真，映像などの情
報がマスメディアによって世界の各地に広まる。
そして，共有され，影響し合い，また，そこから
新しいものが再構成して生まれる。これは，西洋
文化によってもたらされた再生ととらえることが
出来る。

ボディ・ペインティングとは異なる概念としての

ボディ・アート

　ボディ・ペインティングは多くの芸術家の活
動と共に多様な様相を見せた。19世紀になると，
イタリア未来派，或はロシア・アバンギャルドの
試みの中にボディ・ペインティングが取り込まれ
た。
　初めに，1913年に，ロシアの未来派の芸術家，
ダヴィド・ブルリュークは，自分の顔に樹の枝の
ような図案を描き，《顔絵》というタイトルで発
表した。18）これは，当時のロシアの若い芸術家達
の，伝統的芸術へ対する抵抗及びパフォーマンス
の始まりと見なされている。19）

　1917年には，ピカソがバレー《パラート》の
美術を担当し，舞台に登場した人物を半身に分け，
異なるデザインをあわせた造形を作り上げた。20）

　「1919年に，ディアギレフ・バレエ団の依頼で，
《三角帽子》の美術を担当し，ピカソが考案した
メイクのデザインはピカソ自らが，出演者の顔

に描いた。出演者も驚く斬新なものであった。21）」
それらのデザインはピカソ自身の絵画のイメージ
を衣装やメイクに応用したものと考えられる。こ
れは，絵画のイメージを身体へのペインティング
に表した始まりともとらえられる。それまでのボ
ディ・ペインティングにはなかった新しい一つの
表現法である。
　そして，1960年代の前半から，イヴ・クライ
ン（1928～ 1962）を初めとして，多くの芸術家
はモデルの身体を彩色し，彩色されたモデルがキ
ャンバスに触れたり，身体を転がしたりして，身
体の色をキャンバスに転写し，モデルの身体が絵
筆のように表現伝達の媒体として使われた。22）

　イヴ・クラインは青という色に執着し，みずか
ら理想的な青色を開発した。それは，《インター
ナショナル・クラインズ・ブルー（IKB）》と名
づけられた。
　《人体測定 ANT 66》（1960年，いわき市立美術
館）の作品は，キャンバスに裸体のモデルを置
き，その上から直接色を吹きつけている。画面に
モデルの躍動的な体の形を重ねて白く抜いた作品
である。同じシリーズ作品は，モデルの身体を彩
色し，キャンバスに押し当て色を転写する，或は
エアブラシで身体の輪郭をとるという方法で制作
されている。これらの制作においては，音楽にあ
わせてモデルは指示通りに身体の色をキャンバス
に写していく過程を見せるパフォーマンスも行わ
れた。23）

　青い色の女性の身体の拓本から発せられたアイ
ディアとイメージ，完成した拓本の作品は勿論，
その制作過程のモデルの身体に付着した絵の具の
色がキャンバスに移されていく度に変化していく
色の濃淡や，肌に染みていく変化は，動く作品と
いえよう。ボディ・ペインティングの表現として
完成した作品を観客に見せるだけでなく，その見
せる過程においても作品はさらに変化していく。
これまでのボディ・ペインティングとは異なる一
面を表現した手法である。
　更に，パフォーマー達は自分の身体と色彩顔
料を組み合わせて，別種のボディ・ペインティン
グを見せた。芸術家としてパフォーマンスを行う
場合は，芸術家自身の歴史を理解しない限り，そ
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のパフォーマンスの意味が伝わらない場合が多い
が，ここでは，パフォーマンスの内容の持つ意味
と切り離し，芸術家と色彩顔料の表現に注目した
い。
　例えば，ギュンター・ブラス（Günter Brus）
《Brus’s self-painting》（1965）のパフォーマンス
作品では，顔に白い顔料を厚く塗り，顔の中心か
ら一本黒いラインを描き，背中の白い壁に黒いラ
インを伸ばしていく。真白な顔と壁は一本の黒い
ラインで結ばれたように見えるが，彼自身の解釈
によると，これは頭の分割という意味合いがある
という。
　スチュアート・ブリスレー（Stuart Brisley）
《Moments of Decision/Indecision》（1975）のパ
フォーマンス作品では，全身の激しい動きによっ
て，身体中に付着した色を床や壁に転写する。身
体を絵筆として使い体の周囲をペイントしたパフ
ォーマンスである。最後には床，壁，身体中の色
が混ざり合うことによって全てが一体化して見え
る。
　ジャンニ・アントーニ（Janine Antoni）《Loving 

Care》（1993）のパフォーマンス作品は，自身の
髪に色を染み込ませ，長い髪を絵筆のように使い，
水の流れのような曲線のラインを描いた。カメラ
でとらえた瞬間的な写真では，髪の先端部分は描
き出す曲線に繋がるラインの延長に見え，体の一
部は画面の曲線に溶け込んだように見える。
　前章ではボディ・ペインティングは色彩顔料を
用いて身体の彩色であると定義することであると
述べたが，上記のようなパフォーマンスの中に取
り込まれたボディ・ペインティングにおいて，時
には顔料の代わりに動物の血や食べ物なども使わ
れていた。身体と色彩の要素が備わっていて，元々
の身体の上に色彩で彩色することよりも，パフォ
ーマンスとしての動作や身体を用いた作品の制作
が目的である。これは一種のボディ・ペインティ
ングではあるが，モデルの身体のペインティング
は中間的なものと見なされ，本来のボディ・ペイ
ンティングが，一つの作品として成立するのとは
異なる。これらのボディ・ペインティングは，芸
術的表現の単なる伝達媒体として使われている。
　従って，上記の作品は，ボディ・アートと呼ぶ

ことはできるが，ボディ・ペインティングとは言
えない。
　では，現代におけるボディ・ペインティングは，
どうようなものであるのか。次に述べていく。

ヴェルーシュカによるボディ・ペインティング

　本項では，ヴェルーシュカの作品を通じて，ボ
ディ・ペインティングに関する考え方，制作動機，
理念，自然，人体，芸術などを考察したい。
　ヴェルーシュカ（Veruschka）は 1960年代の
ドイツのファッションモデル，女優として知られ
ている。24）

　『Veruschka－Trans figuration－ 』（1986） は，
ヴェルーシュカと写真家のホルガー・トリュルシ
ュの作品集である。この写真集に収録されたボデ
ィ・ペインティング作品は，ヴェルーシュカが自
分の身体を彩色し，石，木，布，建物の一部，動物，
植物などに変身する。作品の本格的な制作に入る
のは，1970年にヴェルーシュカが写真家のホル
ガー・トリュルシュに出会ってからである。二人
の共同制作によって「擬似ドレス･アート」，「記
号と動物」，「自然にとけこむ」，「一体化した建物」，
などのシリーズの作品を作り上げた。

1・ヴェルーシュカの制作動機

　ヴェルーシュカがボディ・ペインティング作品
を作る動機は，自然の一部になりたいという欲望
からであるという。6歳頃のヴェルーシュカは，
美しい夕日の光，輝くオレンジ色の中に溶け込む
ようになりたいと思い，何度も夕日を追いかけた。
最後に，それは不可能なことであるのを知り，物
と自分，物と物の間に距離があると彼女は語って
いる。25）

　このような美しい自然の色彩に惹かれ，一緒に
なりたい，一体化したいという欲望が，後にボデ
ィ・ペインティングの制作に取り組んだ動機とい
えよう。
　《石化した頭》（1969）は，自分にペインティン
グを施した作品だが，頭をテラスにある石に似せ
た色でペインティングした。頭は石の一つとなっ
て，周りの環境に溶け込む。石に囲まれたヴェル
ーシュカが目を瞑って，石のような非生物の一部
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になる無表情なパフォーマンスを見せた。これは，
ヴェルーシュカの処女作である。

2・ ヴェルーシュカの制作のコンセプトとしての

自然

　「記号と動物」シリーズは，動物の形や毛皮の
色とラインを記号として取りいれ，肌に描きこん
だ作品である。
　《蛇の記号》（1971）は，蛇のような曲がりくね
った形を黄色と緑，黒のラインで表わし，体に描
きこむ。曲線は片方の手から顔と身体の中心部を
通じて片方の足へと繋がる。それ以外の身体の部
分は背景色（黒）と同じように塗りつぶす。体は
描かれた螺旋状の色しか見えないために，身体は
蛇のように曲がりくねる形に見える。同じ制作手
法は，稲妻が表わす瞬間的な光の形と色を記号と
して取り入れた作品《稲妻シリーズ》（1971）に
も見られる。
　《鳥》（1972）は，アフリカの原始風景を背景に
し，そこで一人の女性の頭に鳥の羽から造った飾
りを被らせ，身体中に強い色彩（赤，黄色，青）
と数多い斑点（白）でペインティングし，鳥のよ
うな動きをしたパフォーマンスである。ファッシ
ョンモデルの女性の繊細さと弱いイメージから脱
皮し，アフリカの厳しい環境で鍛えられた生命力
の強い動物に変身する。
　アフリカの部族は，古くからボディ・ペインテ
ィングを行った。前述したように，原始部族のボ
ディ・ペインティングは，通過儀礼や社会的な身
分の印として様々な意味を持っている。
　ここでのヴェルーシュカのボディ・ペインティ
ングは，創作者にとって，アフリカというその大
自然の中に作品を表現したが，ただ当地の部族の
ペインティングと似ていても意味がなく，現代の
芸術の表現手段としてしか読み取れない。これは
伝統的ボディ・ペインティングと現代のボディ・
ペインティングの最大の違いである。ヴェルーシ
ュカはこの点について理解しているから，アフリ
カの部族のペインティングの真似を避けて，自分
なりのアフリカ的なボディ・ペインティングの作
品を生み出したのである。
　「自然にとけこむ」シリーズは，ヴェルーシュ

カの身体がペインティングされ，森，空，洞窟の
一部に溶け込むような作品である。
　《シュナイシェーの森で》パフォーマンス（1972）
は，裸体の女性が森の中の朽ちた椅子に座ったま
まで目を瞑っている。女性の体，椅子，机，机の
上に置かれたお酒の瓶などは全て苔で覆われる。
苔に覆われ，草を群生させた女性の身体が森と一
体になっている。この作品はペインティング以外
に森にある素材（草，葉，苔）なども体に貼り付
けている。これにより，女性の身体の輪郭ライン
は貼り付けられた草，苔などによって隠され，森
の一部に溶け込んみ易くなる。
　アメリカの著名な評論家，作家として知られて
いるスーザン・ソンタグ（1933～2004）はこの作
品について「他のものになることは自分にとって
は一つの死であり，手から葉が生え，樹皮が出来
かけている。このイメージは私が知っているうち
最も悲痛なものの一つだ」と述べている。26）

　だが，この作品は悲しいイメージだけでなく，
死を超える再生という美しいものとも感じ取るこ
とができ，森の一部になった体は，死を意味する
が，その身体を栄養として生きた植物が，体の中
から生えてくる風景は再生という意味も含んでい
る。このような，生と死を隣り合わせに表現した
作品は最もインパクトがあると考えられる。

3・ヴェルーシュカにとっての身体或いは皮膚

　身体をペインティングすることは，皮膚に彩色
された色や模様と混じり合って，ひとつの空間を
作り上げる。皮膚と色彩を一体化し，皮膚の本来
の色を隠し，それによって様々な変身が可能とな
る。
　ヴェルーシュカは自分の作品について「自分に
ペインティングを施す，ということを始めたとき，
色彩と私とは一体になり隙間というものは無くな
った。この段階に至っては，ものとものとの間，
物とその写真，私とその写真，私と物，私の経験
と写真，私と経験ともの，見る人と写真，私と見
る人，見る人の経験と物と写真などの間に結びつ
きが無くてはならない・・・」と述べている。
　ここでは，ヴェルーシュカはモデルでもあり，
時々ペインティングも行った。ヴェルーシュカは
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自分の作品の中で創作者と見せる人（モデル）を
同時に演じた。故に，ヴェルーシュカにとって「私
と他のもの」の関係はペインティングによって強
く結ばれていたのだ。
　この概念はボディ・ペインティングの作品にお
いて，創作者，作品，見る人（観客），見せる人（モ
デル）などの関係や経験が重要なポイントとなる
ことを示している。
　さらに，皮膚と色彩の間の距離がなくなること
は，ヴェルーシュカの 6才の時の思い，「太陽の
光に溶け込むようになりたい。しかし，物と物の
間が距離があるから不可能である。」という思い
は，ボディ・ペインティングの制作によって，他
のものと一体化したいという願望を叶えたのでは
ないかと考えられる。
　「擬似ドレス･アート」シリーズは，ホルガー・
トリュルシュが一人で描き上げたものである。彼
は写真を撮る前に，絵画と彫刻もやっていたから，
彩色と立体構成に詳しいはずである。これら二つ
の技法はボディ・ペインティングの作品において
も大切である。身体に服の色と模様を描きこむこ
とによって裸でも服を着ているように見える。こ
れは，主に，ラインと色の陰影を利用し，視覚的
な錯覚を引き起こすのである。このように，裸体
に描きこむ服装は本物の服と違い完全に身体の特
徴を隠しきれず。本来身体の持つ特徴と描きこま
れた服の特徴を同時に表わし，別のイメージを作
り上げた。シリーズの作品は男装と女装に分かれ
ている。
　《デニムの上下を着た若い男》（1973），《ウィス
キーと煙草を持った赤いスモーキング・ジャケッ
トの若い男》（1973），《銃を持ったシシリアン・
ギャング》（1973）といった作品は，女性の身体
に男装を描き込む，手に銃，煙草，など道具を持
ち，男らしく振る舞う。時には女性らしい白い肌
を隠すために顔を別の色で染めた。ペインティン
グした色は肌と密着しているために女性の特徴は
ペインティングによって隠されているが完全に消
えることはない。ボディ・ペインティングによる
変装は女性と男性の特徴を同時に現す。女性の身
体の特徴と描きこまれた男装のリアル性，そして
男らしい振る舞いの中で，男性と女性という枠を

こえて，独特な雰囲気を生み出している。
　そして，《仮装を脱ぐ女》（1973），《ショービジ
ネスの女》（1973）において，女性の身体に女装
を描き込むことで，女性本来の身体輪郭を生かし，
描きこまれた服の特徴を強調する。ここでは，女
性という単一性だけ扱い，それらの性質を更に強
調し舞台で踊りながら肌に描かれた服を脱ぐパフ
ォーマンスをした。普通，肌を剥がすことは不可
能である。しかし，服を脱がす動作を 4枚の写真
で連写し，写真を切り替え続けると，人間の視覚
にはそれが連続的に見えると言う特性を利用した
のである。
　さらにこの特性を利用した作品《ストリップ・
ショー》14枚の連続写真（1971），《ベビードー
ルの自己破壊》6枚写真によるタブロー（1973）は，
映像に近い連続的な動きが見える作品である。
上記の作品について，ヴェルーシュカは「このシ
リーズの目的は，自分を捨てて，他人のパーソナ
リティを真似ようとしても，うまくはいかない場
合は，笑いを誘う・・・ということを見せつける
ことだった。27）」と述べていた。
　ヴェルーシュカの制作目的はいかにしても，作
品をみると，他人になることや女性から男性へと
変身することも含めて，作品から読み取れる，「自
分と自分でない他人」，「女性と男性」など，もの
の両極性がヴェルーシュカ自身の身体（皮膚）に
描かれたボディ・ペインティングによって表現さ
れているではないかと考えられる。
　「建物と一体化した」シリーズは，身体にペイ
ンティングし，錆びた工場の配水管，鉄柱，汚れ
た扉や色が剥がれた壁など人造物（廃虚）に同化
する作品である。　　
　《頭にパイプが通ったインスタレーション》
（1978）では，錆びた鉄のパイプが口に突っ込ま
れたように，身体はパイプの一部になり，ともに
錆びていく。《ボルトのある赤錆びたドア》（1978）
では，錆びた門の戸締り用の掛け金が胸部に押し
付けられ，身体が錆びた鉄の門の一部に繋がれて
いるように見える作品である。
　スーザン・ソンタグは，これらの作品のイメー
ジについて「壁のパイプが口に突っ込まれた，胸
に金属のバーガが押し付けられたなどペインティ
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ングは拷問を思わせる」，「痛めつけられた身体，
自己傷害欲を満たすための身体，人間でないも
のと接合された身体などを思わせる」と述べてい
る。28）

　ヴェルーシュカの身体がペインティングされる
ことによって，モデルである女性としての形が無
くなる。そして，様々な無機質なものに成りすま
して，人間の身体の輪郭を僅かに覗かせるが，現
実とは違う幻想を思わせる別の形になる。そして，
錆びた門は，女性の身体と一体化し，錆びた門だ
けの汚いイメージはなくなる。そこには何か不思
議な空間が生み出されている。廃虚の中の錆びた
門から変身し，別な世界を繋ぐ門，門の擬人化，
門の妖精など様々なイメージを思わせる。このよ
うなイメージは，見る人によって異り，見る人の
経験によって誕生するものだといえる。
　また，人工物としての無機質と自然としての人
間の身体の組み合わせは，対照的であり，死と生
に繋がる。二つ対照的なもの，美であるモデルの
身体と醜である廃虚の一部がボディ・ペインティ
ングによって融和されるといえよう。

4・ヴェルーシュカの制作の背景

　ボディ・ペインティング作品には，ペインティ
ングの技法，顔料，身体の特徴や表現手段として
の演出力などが必要である。これらの条件が揃い
初めて表現が可能になると言える。ヴェルーシュ
カの作品における制作背景には，さらにこれ以上
の理想的な条件が備わっていた。
　ヴェルーシュカは「ファッションモデルとして
働いていた頃，もし，肌を別な色に染めたら，た
いていはつまらない服なんかから目をそらさせる
ような新奇さが出るのではないかと感じていた」
と述べている。
　こうした発言からは，ヴェルーシュカは仕事で
あるファッションモデルというものを通して，常
に新奇な化粧やペインティングを体験したと窺え
る。
　つまり，他のものに同化したいという欲望，女
優としての演技力やモデルとしての洗練された体
をもつことは当然として，さらに，彼女はモデル
になる前の二年間で色彩と構成を勉強した。共同

制作者のホルガー・トリュルシュは，写真を撮る
前に絵と彫刻をやっていた。このような，ボディ・
ペインティング作品の制作における条件が全て備
っていたのである。
　また，ボディ・ペインティングの顔料は専用の
化粧品ではなくて，絵具が使われたから，肌に負
担がかかることは容易に想像できる。それは，ホ
ルガー・トリュルシュは「土台となる皮膚の色味
も大きな影響力を持つ・・・8から 10時間たつ
うちに身体が過熱してきて赤みが強くなって・・・
全体のトーンが変わってくる。29）」と述べている。
このような長時間の作業と全身に塗りつけられた
絵具に対する耐える力も必要であっただろう。
　ヴェルーシュカは「私の興味は背景のなかに溶
けこむことしかない」といった。彼女は自分の身
体をペインティングし，石，木，動物などに変身
した。或いは，森，洞窟，廃虚の一部に融和して
いく。これらの作品は，他の物体の色を模倣し，
同化することで自然界の擬態動物と類似するとい
う特性を持つものと考えられる。この擬態の特徴
については次の章で述べる。

ボディ・ペインティングにおける技術の特徴

　ボディ・ペインティングの中で，そのデザイン
や色を何かの物体に似せることを擬態化粧と本論
では呼ぶ。
　擬態とは，自然界の動植物に見られ，天敵から
身を守るために進化してきた保護色や威嚇色を指
すものである。30）

　例えば，プレイボーイなどの男性誌では，裸の
モデルの身体にビキニの水着をペインティングし
たり，ファッション・ショーのモデルは身体の露
出部分（顔，手首）を衣装と同じ色彩でペインテ
ィングする。31）

　また，服装に似せたペインティングは「擬似ド
レス･アート」と呼ぶのに対して，擬態は動物に
似せたり，木や川など背景の一部に似せるものを
含む。前章で述べたヴェルーシュカの作品がそれ
である。
　さらに，自然生物の中には，色だけでなく形も
真似て，うまく背景にまぎれる生物が多い。ペイ
ンティングは他の物体の色を真似ることはできる
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が，形まで真似ることはできない。この点を克服
したのは，特殊メイクの技法を取り入れたペイン
ティングである。特殊メイクの技法の一つである。
指，胸，歯，足などの人間のボディの一部がパー
ツとしてモデルの体にぴったり合うように彫刻の
手法で作られる。作ったパーツを医療用の接着剤
を用いて肌に貼り付け，パーツと肌との境界線が
わからないようにペインティングを加える。それ
によって，物体の色と形を模倣する事ができる。
　このような擬態に類似したペインティングを用
いた表現は，特徴によって二つに分けることが出
来る。
　一つは服や装身具などをモチーフにし，その
物体の特徴を真似し，ペインティングの技法で身
体に描き込む方法である。モデルの外見はそのペ
インティングによって変化する（擬似ドレス･ア
ート）。もう一つは，モデルの全身或いは身体の
一部を背景色或いは物体の色と同じように彩色す
る。つまり，モデル自身が背景に溶け込む，或い
は身体の一部を物体と一体化にさせる擬態は「擬
似ドレス･アート」を含む擬態化粧である。

1・ ボディ・ペインティングにおける点，線，色

彩の表現要素

　物体を描写する時は，点から線を構成し，線と
線の組み合わせによって形が作られる。また，そ
こに色や陰影をつけ加えることによって立体感が
生まれる。これは，顔の彩色（化粧，ペインティ
ング）においても同様である。
　点の表現は，形態上の特徴から見ると，形と
大きさが多様である。ボディ・ペインティングの
上では，一つの点を付け加えることによって，そ
の部位が注目のポイントとなる。エリザベス女王
（1534～ 1603）を始め，ルイ 14世（1638～ 1715

年）の宮廷で流行したつけボクロ（パッチ）がそ
れである。
　そして，二つや三つの点を付け加えると，点と
点の間にラインという流れが想起され，点と点を
互いに呼びかけ，ラインという流れや躍動感が生
まれる。また，点の配置や大きさによって，お互
いにバランス関係やリズム感が生まれる。
　線の表現は，形態上の特徴から見ると主に直線

と曲線である。直線は，垂直線，水平線，斜線な
どに分けることができる。顔の中心部に垂直線を
一本に付け加えると，顔を二つ面に分けることが
できる。
　そして，垂直線を二本や三本を増やすと，顔の
空間をさらに分割し，狭く高く伸びるイメージを
与えることができる。水平線は，横の長さや幅を
感じさせ，女性の化粧の上では，眉，アイライン，
リップラインなど化粧の「ライン」がある。ライ
ンとラインの間の距離が顔の幅，ちなみに求心性
と遠心性によって，顔の横の面積が狭く或いは広
く感じさせる力を持っている。
　斜線は，垂直線と水平線を比べると不安定感を
示している。しかし，顔における斜線の図柄は，
自由，活発なイメージを与えることができる。第
一章で述べたインディアン式のペインティングが
これらの代表的なデザインである。
　曲線は，ボディ・ペインティングの上では，土
台である顔と身体の輪郭そのものである。さらに
自然をモチーフとしたデザインは，曲線が主流で
ある。身体を形成する曲線と自然にある曲線は，
多様で且つ美しい。ボディ・ペインティングのデ
ザインにおいて最も重要である。
　上記の点とラインに対して，ファンデーショ
ン，口紅，チークなど化粧の「面」（色彩）がある。
化粧のラインを強調すると平面的な顔を立体的に
変え，また，面の色彩とグラデーションをつけ加
えると様々なイメージを演出することが出来る。
上記に述べた点，線，色彩の表現要素はボディ・
ペインティングにおいて，描き加えるものとする。
一方，それらの共通性を持つ顔の本来のラインと
面がある。顔は，筋肉，骨から構成されたライン
と面（輪郭）があり，筋肉（筋繊維）の動きによ
って表情が作られる。それらの表情によって顔の
皺（表情紋）と筋肉の流れが変化する。つまり，
顔のペインティングのデザインはいつも顔の表情
変化と連動している。
　故にデザインを描く時には，皮膚の紋理，皺や
筋肉の流れなどを熟知することが重要である。

9
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　人間の顔には筋肉と骨から構成されたライン
と面がある。筋線維は顔の部分によって規則正し
く並んでいる。さらに神経からくる刺激に反応し
て収縮する機能を持ち，それによって様々な表情
（喜，怒，哀，楽）が作られる。筋線維に沿って
デザインされた模様は顔の筋肉の動きによって生
き生きと見える。
　次に，ボディ・ペインティングにおける点，線，
色彩の表現要素を作品に則して述べていく。

2・蝶をテーマとした作品

　ここからは，著者の作品について説明する。ま
ず，作品についてのコンセプト，目的，技法（色，
グラデーション，構図）などを取り上げて解釈し
ていく。そして，完成した作品の写真をコンピュ
ータに取り入れて，色彩のグラデーションを一つ
ずつ取り出して拡大したものを並べる。
　結果は，図 2（番号 1～ 7）に示すように，作
品のベース色のグラデーションは 7段階に分けら
れる。
　蝶をモチーフとした化粧は，数多くのメイク・
アップアーティストが作って来た。その華麗な姿
態は多くの人を魅了した。化粧以外にも女性のア
クセサリーや服飾の絵画模様に取り入れられる事
が多い。化粧のモチーフとして用いたのは，1960
年代頃に女性のビューティーメイクで目元を中心

に左右対称の蝶モチーフが描かれた。「ファンタ
ジ・アイメイク」として発表された。そのデザイ
ンについては，まつげの根元にラインストーンを
目の曲線に沿って一列に並べた。また，蝶の触角
に模したものを目頭に付けた。舞台用の化粧のた
めに作られたものである。
　現代では，メイクを学ぶ学生の習作テーマとし
てよく用いられでいる。蝶の鮮やかな色は，色彩
とグラデージョンの感覚を養うには最適なモチー
フとされるからである。化粧において色とグラデ
ージョンは大切である。
　上述のように，蝶の模様を取り入れた化粧のデ
ザインは多くのアーティストによって作られてき
た。しかし，アーティストによって，蝶の構図や
色合いが大きく変わっている。それは，人それぞ
れの原風景である蝶の模様や色を表現したもので
あるからだ。
　蝶の翼の鮮やかな色をイメージし，色彩の基調
は，黄色，赤と青を用いた。三色を混色し，鮮や
かな色彩のグラデーションを作った。蝶の翼の模
様は顔の曲線を生かして描いた。モデルの顔の輪
郭によって，蝶の雰囲気が変わる。
　色彩のグラデーションについての分析は，図 2

に示している（番号 1～ 7）。
　次に，描き方を順番に説明していく。
＊ まず，白色化粧ペンシルで，蝶の形の輪郭ライ
ンをモデルの顔の幅に合わせて線描する。
＊ 次に色をつける。幅の広い化粧ブラシで水をつ
けて，色彩化粧顔料の黄色，赤，青の順番に，
蝶の模様の内側から外側へつけていく。
＊ ベース色のグラデーションは，上述の三色で
徐々に暈しながら作っていく。色が乾かないう
ちに暈していくと綺麗なグラデーションが出て
くる。
＊ そして，ベース色が乾いたら，蝶の模様の中の
白いラインを引く，始めは，目元の輪郭に沿っ
て，アイラインを入れる。
＊ アイラインから放射状に細いラインを一本ずつ
入れ，ラインとラインを交差して，蝶の翼の網
目を作っていく。
＊ 蝶の翼が完成したら，青い色の部分に少し白い
点を付け加える。最後に金粉や銀粉をふりかけ

10

図 1　｢顔の筋肉 ｣著者作成
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ると蝶の翼が輝く。
　上記の化粧のグラデーションは図 2（番号 1～7）
のように段階的に推移した。7段階の色彩による
グラデーションは，この作品のベース色となった。
そして，ベース色の上に描かれた白いラインは顔
の曲線に入れたために，完成した蝶の模様はモデ
ルの動きによって生き生きと見える。

　蝶の翼の一部をモデルの肌に融和させるには難
しいものがある。前節で述べたように人間の顔に
は筋肉，骨などから構成された輪郭やラインがあ
る。蝶の模様の輪郭ラインをモデルの顔の曲線に
沿って入れるとデザインが肌の一部のように見え
る。さらにモデルが話す時に，顔の筋肉の動きに
よって生き生きと見えるのはこのデザインの特徴
である。

まとめ

　ボディ・ペインティングは，身体の彩色に内在
する創作者の理念や美意識，人間のモデルの身体
的な特徴（顔の輪郭，体の曲線など）や動作（パ
フォーマンス）が結びついて描かれたものである。
ボディ・ペインティングは様々な性質を持ち，西
洋文化が普及する前に世界の各地域で，独自の風
土によって形成されたものもある。それは，伝統
的ボディ・ペインティングと呼ばれ，通過儀礼の
一つであり，社会的な役割と地位を示す手段の一
つであった。
　近代以降西洋化が進んだ現代では，アフリカ大

陸，オーストラリア大陸，オセアニアなど多くの
地域の部族の中でも洋服が普及してきた。伝統的
なボディ・ペインティングは，西洋化とともに消
えつつある。現代に見られる伝統的ボディ・ペイ
ンティングは，写真や映像に収められたものが多
い。これは，西洋文化がもたらした伝統的なボデ
ィ・ペインティングへの破壊ととらえられる。
　しかし，現代は様々なマスメディアの力によっ
て写真，映像などの情報が世界の各地に一瞬にし
て広まる。それらの情報は国境なく，お互いに影
響し合い，共有されていく。そして，伝統的ボデ
ィ・ペインティングが知られるようになり，一つ
の民族芸術として評価されてきた。これらの伝統
的ボディ・ペインティングにおいて使われた民族
図様は，その民族の地域を越えて，様々な形で模
倣されている現象が多く見られる。これは，西洋
文化によってもたらされた再生ととらえることが
できる。
　西洋文化によってもたらされた破壊と再生力が
ボディ・ペインティングの中に内包されているの
である。
　ボディ・ペインティングが二つの性質を持つこ
とは，両極性を物語る。こうしたボディ・ペイン
ティングの持つ両極性を作品に表現した具体例と
して本論ではヴェルーシュカの作品についてその
概念や手法について分析考察した。
　1970年代，ヴェルーシュカとホルガー・トリ
ュルシュの作品の中にそれを覗くことが出来る。
《シュナイシェーの森で》（1972）について，アメ
リカの著名な評論家，作家として知られている
スーザン・ソンタグ（1933～2004）は「他のもの
になることは自分にとっては一つの死であり，手
から葉が生え，樹皮が出来かけている。このイメ
ージは私が知っているうち最も悲痛なものの一つ
だ」と述べている。32）

　だが，この作品からは悲しいイメージだけでな
く，死を超える再生という美しいものも感じ取る
ことができる。森の一部になった体は，死を意味
する。と同時に，その身体を栄養として生きた植
物が体の中から生えてくる風景は，再生という意
味も含まれている。つまり，生と死という両極性
を持ち合わせる作品といえよう。
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図 2　「ボディ・ペインティング作品」著者作成
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　さらに，ボディ・ペインティングの技術面につ
いて分析を加えるなら，ヴェルーシュカの作品を
技術的な面から見ると擬態化粧そのものである。
　ボディ・ペインティング作品における擬態の特
徴は，自然界の動植物に見られる天敵から身を守
るために進化してきた保護色や威嚇色に重なる。
　ただし，自然の生物における擬態は身を守るた
めである。一方，人間の化粧としての擬態は，装
飾の意味を含めて自然の模倣である。
　以上，ボディ・ペインティングの概念と技術を完
成した例としてヴェルーシュカの作品を取り上げて
ボディ・ペインティングの特徴を明らかにした。
　ボディ・ペインティングで用いられ技術の本質
を点，線，面という形態要素から技術を説明し，
ボディ・ペインティングを擬態という位置つけで
考察した。
　著者の制作するボディ・ペインティングの作品
についての概念は，本研究の論考や作品制作に近
い立場を前提に構成されている。
　
1） 『朝日新聞』2006年 3月 28日，夕刊。
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図 3　伝統的ボディ・ペインティング

Leni Riefenstahl『The Last of the Nuba』London,  
Collins Harvill,  1995年，p195。

図 4　 アフリカヴェラ･レーンドルフ＆ホルガー･ト
リュルシュ『ヴェルーシュカ－変容－』

東京，リブロポート，1987年，p51。

図 5　ボディ・ペインティングの作品《闘魚》（2006）



- 58 -

ボディ・ペインティングに関する考察

- 59 -

14

図 5－1　 魚の鱗・一部
拡大

図 5－2　 化粧の色・一
部拡大

　化粧のベース色と魚の鱗の拡大図を比較した。比

較した結果，二つはかなり近いイメージを得られた。

「魚の鱗の写真」について，闘魚の姿を観察するた

めに，実際に日本で一年間，闘魚を飼った。闘魚は，

鏡に映った自分の姿に反応し，激しく動き出す性質

がある。その姿をモデルとして，ボディ・ペインテ

ィングの作品《闘魚》を制作した。

*  付記・本稿は，佐藤節子教授の指導のもとで，謝

恵玲が平成 16年度に東京家政学院大学に提出した

修士論文の研究の続きである。

（2008.3.28受付　2008.5.19受理）
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